
に
し

だ

え
い

す
け

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

西

田

栄

介

専
攻
学
科
目

細
胞
生
物
学

生

年

月

昭
和
二
八
年

八
月

略

歴

昭
和
五
一
年

三
月

東
京
大
学
理
学
部
生
物
化
学
科
卒
業

同

五
六
年

三
月

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同

五
六
年

三
月

理
学
博
士

同

五
六
年

四
月

日
本
学
術
振
興
会
奨
励
研
究
員

同

五
六
年

六
月

東
京
大
学
理
学
部
助
手

平
成

五
年

五
月

京
都
大
学
ウ
イ
ル
ス
研
究
所
教
授

同

九
年

三
月

京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
教
授

同

一
一
年

四
月

京
都
大
学
大
学
院
生
命
科
学
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同

一
七
年

四
月

京
都
大
学
大
学
院
生
命
科
学
研
究
科
長
（
平
成
二
一
年
三
月
ま
で
）

同

二
四
年

四
月

日
本
学
術
振
興
会
学
術
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
（
平
成
二
七
年
三
月
ま
で
）

四



理
学
博
士
西
田
栄
介
氏
の
「M

A
P

キ
ナ
ー
ゼ

並
び
に
関
連
シ
グ
ナ
ル
伝
達
経
路
の
分
子
機
構

と
機
能
の
解
明
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

ヒ
ト
な
ど
の
高
等
真
核
生
物
の
細
胞
の
増
殖
や
分
化
は
、
細
胞
増
殖
因
子
、

分
化
因
子
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
増
殖
因
子
や
分
化
因
子

の
刺
激
が
細
胞
膜
上
の
受
容
体
を
介
し
て
核
に
伝
わ
り
、
細
胞
の
運
命
が
決
定

さ
れ
る
。
一
九
八
〇
年
代
、
こ
の
細
胞
の
運
命
を
決
定
づ
け
る
細
胞
膜
か
ら
核

へ
至
る
シ
グ
ナ
ル
伝
達
経
路
の
分
子
機
構
は
、
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
っ
た
。
西

田
栄
介
氏
は
、
世
界
に
先
駆
け
てM

A
P

キ
ナ
ー
ゼ
を
介
し
た
シ
グ
ナ
ル
伝
達

経
路
を
発
見
、M

A
P

キ
ナ
ー
ゼ
キ
ナ
ー
ゼ
キ
ナ
ー
ゼ
（M

A
PK

K
K

）/M
A

P

キ

ナ
ー
ゼ
キ
ナ
ー
ゼ
（M

A
PK

K

）/M
A

P

キ
ナ
ー
ゼ
（M

A
PK

）
と
い
う
タ
ン
パ

ク
質
キ
ナ
ー
ゼ
（
リ
ン
酸
化
）
に
よ
る
シ
グ
ナ
ル
伝
達
機
構
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
そ
の
経
路
の
生
理
作
用
も
解
明
し
た
。M

A
PK

を
介
す
る
シ
グ
ナ
ル
伝

達
は
、
細
胞
増
殖
・
分
化
を
制
御
す
る
シ
グ
ナ
ル
伝
達
の
中
枢
経
路
で
あ
り
、

西
田
氏
の
研
究
成
果
は
細
胞
生
物
学
の
大
き
な
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
と
な
っ
た
。

一
九
八
〇
年
代
後
半
、
西
田
氏
は
微
小
管
結
合
タ
ン
パ
ク
質M

A
P

（M
icrotubule

associated
protein

）2

を
基
質
に
用
い
て
タ
ン
パ
ク
質
キ
ナ
ー

ゼ
を
探
索
し
、
細
胞
増
殖
因
子
や
発
癌
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
の
刺
激
で
活
性
化
さ
れ

る
セ
リ
ン
／
ス
レ
オ
ニ
ン
キ
ナ
ー
ゼ
を
見
い
だ
し
、M

A
P

キ
ナ
ー
ゼ
と
命
名

し
た
。
こ
の
発
見
は
、
イ
ギ
リ
スD

undee

大
学
のSturgill

に
よ
る
イ
ン
ス
リ

ン
刺
激
で
活
性
化
さ
れ
る
セ
リ
ン
／
ス
レ
オ
ニ
ン
キ
ナ
ー
ゼ
（M

A
P

キ
ナ
ー

ゼ
）
の
発
見
と
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
る
。
つ
い
で
、
ゲ
ル
内
キ
ナ
ー
ゼ
検
出
法
を

用
い
る
こ
と
で
、
二
種
類
のM

A
P

キ
ナ
ー
ゼ
（
現
在
、E

R
K

1

とE
R

K
2

と
呼

ば
れ
て
い
る
）
を
同
定
す
る
と
共
に
、M

A
P

キ
ナ
ー
ゼ
が
神
経
細
胞
の
分
化
因

子N
erve

G
row

th
Factor

（N
G

F

）
に
よ
っ
て
も
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
つ
い
で
、M

A
P

キ
ナ
ー
ゼ
が
卵
成
熟
（
減
数
分
裂
）
の
過
程
で
強

く
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を
見
出
し
、
ア
フ
リ
カ
ツ
メ
ガ
エ
ル
の
成
熟
卵
か
ら

M
A

P

キ
ナ
ー
ゼ
を
精
製
、
こ
の
分
子
の
酵
素
学
的
、
な
ら
び
に
物
理
化
学
的
性

質
を
明
ら
か
に
し
た
。

つ
い
で
西
田
氏
は
、M

A
P

キ
ナ
ー
ゼ
活
性
化
因
子
が
キ
ナ
ー
ゼ
で
あ
る
こ

と
を
見
出
し
、
そ
の
分
子
、M

A
P

キ
ナ
ー
ゼ
キ
ナ
ー
ゼ
（M

A
PK

K

、M
E

K

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
）
を
精
製
し
、
そ
の
作
用
機
構
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、M

A
PK

K

を
コ
ー
ド
す
る
遺
伝
子
を
単
離
し
た
。
ま
た
、M

A
PK

K

も
キ
ナ

ー
ゼ
に
よ
っ
て
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を
見
出
し
、M

A
P

キ
ナ
ー
ゼ
カ
ス
ケ
ー

ド
の
概
念
を
確
立
し
た
。
す
な
わ
ち
、M

A
PK

K

がdual-specificity
kinase

と
し
て
、M

A
P

キ
ナ
ー
ゼ
の
ス
レ
オ
ニ
ン
残
基
と
チ
ロ
シ
ン
残
基
を
リ
ン
酸

化
し
て
活
性
化
す
る
こ
と
、M

A
PK

K

もM
A

PK
K

キ
ナ
ー
ゼ
（M

A
PK

K
K

）

二
一



に
よ
っ
て
リ
ン
酸
化
さ
れ
て
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を
見
出
し
、M

A
PK

K
K
⇒

M
A

PK
K
⇒

M
A

PK

と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
キ
ナ
ー
ゼ
の
連
鎖
反
応
の
存
在
を
明

ら
か
に
し
た
。M

A
PK

は
そ
の
後
、
遺
伝
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
形
成
し
て
い
る
こ

と
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
西
田
氏
が
最
初
に
報
告
し
たE

R
K

1/

E
R

K
2

以
外
にJN

K
、p38

、E
R

K
5

、E
R

K
7

な
ど
がM

A
PK

と
し
て
同
定
さ

れ
、
か
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
のM

A
PK

の
上
流
に
特
異
的
なM

A
PK

K

、M
A

PK
K

K

が
同
定
さ
れ
て
い
る
。
西
田
氏
は
こ
れ
ら
分
子
の
同
定
に
も
貢
献
し
た
。

と
こ
ろ
で
、M

A
P

キ
ナ
ー
ゼ
は
定
常
状
態
で
は
細
胞
質
に
局
在
し
、
活
性
化

さ
れ
る
と
核
に
移
行
、
転
写
因
子
を
リ
ン
酸
化
す
る
こ
と
に
よ
り
活
性
化
し
、

標
的
と
な
る
遺
伝
子
の
発
現
を
誘
導
す
る
。
西
田
氏
はM

A
PK

の
核
移
行
の

分
子
機
構
を
解
析
し
、
定
常
状
態
で
はM
A

PK
は
核
外
移
行
シ
グ
ナ
ル

（nuclear
exportsignal,N

E
S

）
を
も
つM

A
PK

K

と
複
合
体
を
形
成
す
る
こ

と
に
よ
り
細
胞
質
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
、M

A
PK

K
の
作
用
に
よ
っ
て

M
A

PK

が
リ
ン
酸
化
さ
れ
る
とM

A
PK

はM
A

PK
K

か
ら
遊
離
し
、
核
に
移

行
す
る
こ
と
を
示
し
た
。

一
方
、
西
田
氏
はM

A
PK

シ
グ
ナ
ル
伝
達
経
路
の
生
理
作
用
の
解
析
に
も

取
り
組
み
、
こ
の
シ
グ
ナ
ル
伝
達
経
路
が
脊
椎
動
物
に
お
け
る
卵
母
細
胞
の
成

熟
（
減
数
分
裂
）
、
未
受
精
卵
の
分
裂
期
中
期
停
止
、
さ
ら
に
初
期
胚
発
生
に
お

け
る
中
胚
葉
誘
導
に
必
須
の
過
程
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
線

虫
を
用
い
た
解
析
か
ら
、
こ
の
経
路
が
寿
命
や
老
化
に
も
関
与
し
て
い
る
こ
と

を
見
出
し
た
。
以
上
の
結
果
はM

A
PK

を
介
し
た
シ
グ
ナ
ル
伝
達
機
構
が
遺

伝
子
発
現
を
介
し
て
、
細
胞
レ
ベ
ル
で
は
細
胞
の
増
殖
、
分
化
や
癌
化
、
個
体

レ
ベ
ル
で
は
、
動
物
の
発
生
、
老
化
、
寿
命
を
制
御
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

以
上
、
一
連
の
西
田
氏
の
研
究
成
果
は
、
数
多
く
の
英
文
学
術
誌
に
発
表
さ

れ
、
細
胞
生
物
学
・
分
子
生
物
学
分
野
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
ま

た
、
そ
の
成
果
は
、
新
聞
やT

V

番
組
等
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
社
会
的
に
も

注
目
さ
れ
て
い
る
。
西
田
氏
は
、
頻
繁
に
国
際
会
議
で
の
基
調
講
演
を
依
頼
さ

れ
て
お
り
、
今
後
も
、
本
研
究
分
野
の
国
際
的
牽
引
役
を
担
う
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
業
績
に
対
し
、
西
田
氏
に
は
こ
れ
ま
で
、
日
産
科
学
賞
、
井
上
学
術

賞
、
大
阪
科
学
賞
、
上
原
賞
、
武
田
医
学
賞
、
紫
綬
褒
章
な
ど
が
授
与
さ
れ
て

い
る
。
以
上
、
西
田
栄
介
氏
の
卓
越
し
た
業
績
は
、
学
士
院
賞
授
賞
に
相
応
し

い
と
判
定
さ
れ
る
。

主
要
な
論
文
の
目
録

西
田
氏
に
は
二
七
〇
編
以
上
の
原
著
論
文
と
約
一
五
編
の
総
説
が
あ
る
が
主
要
な
論
文

を
次
に
掲
げ
る
。
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